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菅
野
敦
志
著

台
湾
の
言
語
と
文
字 

─
─「
国
語
」・「
方
言
」・「
文
字
改
革
」

〈
勁
草
書
房
、
二
〇
一
二
年
二
月
、
三
五
六
頁
〉

　
最
初
の
海
外
旅
行
は
一
九
六
八
年
の
台

湾
。
中
国
語
の
集
中
学
習
を
目
的
に
、
夏
休

み
の
一
カ
月
半
ほ
ど
を
淡
水
の
淡
江
文
理
学

院
で
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
先
ず
教
え
ら
れ
た
の
は
注
音
字
母
だ
っ

た
。
日
本
で
学
ん
だ
ロ
ー
マ
字
ピ
ン
イ
ン
で

の
発
音
学
習
を
希
望
す
る
と
、「
あ
れ
で
は

正
し
い
発
音
は
学
べ
ま
せ
ん
」
と
先
生
は
拒

否
。
そ
こ
で
嫌
々
な
が
ら
も
注
音
字
母
を
覚

え
ざ
る
を
え
な
い
。
次
い
で
教
科
書
。
当
然

の
よ
う
に
繁
体
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
簡
体

字
の
教
科
書
は
あ
り
ま
せ
ん
か
と
申
し
出
る

と
、「
簡
体
字
は
漢
字
で
は
な
い
。
中
国
文

化
と
は
相
容
れ
な
い
」
と
、
こ
れ
ま
た
ニ
ベ

も
な
く
拒
否
さ
れ
る
。
街
で
目
に
し
た
電
柱

や
商
店
の
店
先
に
貼
ら
れ
た
手
書
き
広
告
に

は
、
簡
体
字
で
書
か
れ
た
も
の
が
少
な
く
な

か
っ
た
と
い
う
の
に
。

　
三
省
堂
の
『
国
語
辞
典
』
を
手
に
校
内
を

歩
い
て
い
る
と
、
顔
見
知
り
に
な
っ
た
掃
除

の
お
ば
さ
ん
が
「
日
本
に
も
国
語
は
あ
る
の

か
」
と
驚
き
の
声
を
挙
げ
た
。
仕
事
仲
間
と

は
時
に
日
本
語
の
単
語
を
交
え
な
が
ら
台
湾

語
で
話
し
て
い
る
が
、
語
学
研
修
中
の
日
本

人
学
生
に
は
「
国
語
」
で
応
対
し
て
く
れ

る
。
も
っ
と
も
彼
女
は
自
分
は
本
省
人
で
、

話
す
の
は
「
国
語
」
で
は
な
く
北
京
語
だ
と

言
い
張
っ
て
い
た
が
。

　
│
│
こ
の
本
を
読
み
進
ん
で
い
る
と
、
遠

い
昔
の
台
湾
で
の
さ
さ
や
か
な
経
験
が
浮
か

ぶ
と
同
時
に
、
当
時
抱
い
た
素
朴
な
疑
問
が

“
氷
解
”
す
る
よ
う
な
思
い
が
し
た
。

　
国
共
内
戦
に
破
れ
た
蔣
介
石
政
権
が
再
興

を
目
指
し
、
台
湾
を
「
大
陸
」
へ
の
反
攻
基

地
に
作
り
変
え
よ
う
と
す
る
一
方
、
そ
の
過

程
で
生
ま
れ
た
省
籍
対
立
と
い
う
深
い
亀
裂

に
台
湾
社
会
は
悩
ま
さ
れ
続
け
た
。

　
蔣
介
石
政
権
に
よ
る
台
湾
の
中
華
民
国
化

の
功
罪
に
就
い
て
は
政
治
・
経
済
・
社
会
な

ど
多
く
の
視
点
か
ら
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き

た
が
、
こ
れ
ま
で
文
化
│
│
こ
と
に
、
そ
の

中
核
で
あ
る
言
語
・
文
字
の
面
か
ら
の
考
察

が
欠
落
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
欠
落
し
た

部
分
を
、
著
者
で
あ
る
菅
野
氏
は
膨
大
な
資

料
を
発
掘
し
、
縦
横
に
駆
使
し
て
解
き
明
か

そ
う
と
す
る
。

　「
光
復
」
は
台
湾
の
人
び
と
に
「
脱
日
本

化
」
を
逼
る
。
そ
れ
ま
で
慣
れ
親
し
ん
だ
日

本
語
は
禁
止
さ
れ
た
。
台
湾
省
国
語
推
行
委

員
会
が
成
立
す
る
一
方
で
、「
方
言
の
復
活
」

と
い
う
動
き
は
潰
え
る
。
方
言
で
あ
る
台
湾

語
を
媒
介
と
す
る
国
語
教
育
の
魁
と
も
い
え

る
「
台
湾
に
消
え
た
も
う
一
つ
の
『
国
語
』

運
動
」。
五
四
運
動
精
神
に
基
づ
く
「
台
湾

に
お
け
る
『
簡
体
字
論
争
』」。
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
に
お
け
る
方
言
番
組
制
限
へ
の
動
き
。
注

音
字
母
に
よ
る
台
湾
語
表
記
運
動
。
や
が
て

起
こ
っ
た
言
語
問
題
の
政
治
問
題
化
。
政

治
・
経
済
・
社
会
面
で
の
本
省
人
の
影
響
力

拡
大
に
伴
う
方
言
（
台
湾
語
、
客
家
語
、
少

数
民
族
語
）
の
復
権
│
│
単
一
言
語
主
義
か

ら
郷
土
言
語
教
育
へ
の
動
き
な
ど
。

　
中
華
民
国
化
、
本
土
化
、
新
た
な
る
中
国

化
│
│
台
湾
を
知
る
新
た
な
視
点
を
与
え
て

く
れ
る
一
冊
だ
。 

（
樋
泉
克
夫
）


